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1.は じめに

小学校教員養成を行なっている大学の学部、学

科には、図画工作に関する小学校専門科目が開設

されている。小学校において図画工作を指導して

いく上で、造形表現に関する基礎的知識や能力を

もとにした実践的技能、さらに教材解釈や教材開

発の能力は、指導者にとって非常に重要なもので

あると言える。そこで本研究では、小学校図画工

作の実践的な指導力を育成するために、教員養成

における小学校専門科目としての 「図画工作」の

在り方について明らかにしたい。

まず本稿では、小学校教員を目指す大学生への

アンケート調査を実施し、小学校で受けた図画工

作の授業やその内容について調査し、経験の実態

を明らかにするとともに、どのような領域、分野

に苦手意識を持っているかについて考察する。

そして、その調査結果と現在の小学校図画工作

科の教科目標、内容、教科書、教材事例との比較

をとおして、教員養成における小学校専門科目と

しての図画工作の目的や具体的な内容について考

察する。

2.研 究方法

(1)小 学校 「図画工作」についてのアンケー ト調

査

調査対象:

鹿児島大学教育学部学生209名

鹿児島国際大学福祉社会学部学生93名

調査項目:

小学校で受 けた図画工作の授業

小学校で受 けた図画工作の授業内容

小学校で受けた図画工作で最 も楽しかった教

材

回答方法:

選 択式及び記述式

分析方法:

調 査項 目の内容 ごとに集計を行い、それぞれ

の傾向と特徴をもとに考察

(2)小 学校図画工作科の目標及び内容か らの考察

・小学校学習指導要領図画工作編

・小学校図画工作科教科書

・具体的な教材事例

(3)小 学 校専門科 目 「図画工作」の在 り方につい

ての考察

・授業内容を構築 してい く上でのポイン ト

・具体的な授業内容の提案 と実施

・考察結果から見えてきたこと(成 果 と課題)

3.ア ン ケー ト調査 の結果 と考察

(1)小 学校で受 けた図画工作の授業

「小学校時代、図画工作 は好 きで したか」 とい

う質問に対 しての回答は、次の とお りであった。

表1:小 学校時代の図画工作

項 目 回答数 割合

1「 好 き」20367.2%

2「 き らい」3712.3%

3「 どち らでもない」6220.5%

調査 対象学生302名 の 中で、「好き」 と回答した



学生は203名 で 、全体の67.2%に あた り、高い数

値であるといえる。 しか しなが ら12。3%の 学 生は

明 らか に 「き らい」であったと回答 している。そ

の理 由として、次のようなことをあげている。

・自分 自身が不器用であり、自信がない

・自分で考え、つ くる ことが苦手。

・自分に美術のセンスがない。

・工作以外は面 白く感じない。

・絵を描くことや想像してつ くることが苦手。

・教材が決 まっていて、自由に創作できない。

・先生か ら笑われた。

・自分の絵 に先生が勝手 に手 を加えた。

・友達の作品と比べ られた。

以上のような記述か ら、図画工作がき らいにな

る要因としては、次 の二つの点が導 き出される。

一つは
、自分自身の意識の問題としてとらえる場合、

もう一つは教師か らの言動や行動による場合である。

特に後者 は、将来教師 を目指す学生にとっては、

図画工作を指導していく上で、非常 に重要な課題

となって くる。

(2)小 学 校で受けた図画工作の授業内容

小学校 図画工作 の授業内容を10の 領域や分野

に分類 し、それぞれについて 「好き」、「きらい」、「ど

ち らでもな い」、「経験 しなかった」 の4項 目か ら

選択する方法で調査を実施 した。

①絵 を描 く

表2:「 絵を描 く」の回答結果

項目 回答数 割合

1「 好き」17056.3%

2「 き らい」7524.8%

3「 どちらでもない」5718.9%

4「 経験 しなかった」00%

絵 を描 くことを 「好き」 と回答 した学生は170

名 で、全体の56.3%に あた り、それ程高い数値で

あるとは言い難 いよ うである。また全体の24.8%

の学 生が 「きらい」 と回答 していることは、他の

領域や分野 と比較 して も極めて高い数値である。

これは、絵を描くことが 好 き」と 「きらい」をはっ

き りと分ける分野であるということを裏付 けてい

るようである。

②版画(木 版画、紙版画など)

表3:「 版画(木 版画、紙版画など)」の回答結果

項 目 回答数 割合

1「 好 き」16655.0%

2「 き らい」4615.2%

3「 どち らでもない」8929.5%

4「 経 験 しなかった」10.3%

版 画 を 「好 き」と回答 した学生は166名 で、全

体 の55.0%に あた り、絵を描 くことと同様それ程

高い数値であるとは言えない。また 「きらい」 と

回答 した学生が15.2%と い うことは、絵を描 くこ

とに比べて低い数値である。 これは版画の持つ技

法的な特徴、つ まり描 くことに加えて、つ くる活

動が含 まれることや計画 性を必要 とする活動であ

ることに起 因しているようである。

③粘土でつくる

表4:「 粘土でつ くる」の回答結果

項 目 回答数 割合

1「 好 き」20868.9%

2「 き らい」237.6%

3「 どち らでもない」6722.2%

4「 経 験 しなかった」41.3%

粘 土 でつ くることを 「好 き」 と回答した学生は

208名 で、全体の68.9%に あ たり、高い数値であ

ると言える。粘土遊び を幼児期か ら経験 している

ことに加え、触覚体験 を重視 した立体表現活動 を

好む傾向が高いことを裏付けているようである。

④工作(紙 、木な どを使 って)

表5:「 工作(紙 、木などを使って)」の回答結果

項 目 回答数 割合

1「 好 き」22875.5%

2「 き らい」258.3%

3「 どち らでもない」4815.9%

4「 経 験 しなかった」10.3%

工作 を 「好 き」と回答 した学生は228名 で、全

体 の75.5%に あ た り、10の 領域、分野の中で最

も高い数値である。これは、粘土でつくる活動 と

同様、立体表現活動への興味、関心が高 いことを

裏付けていると考えられ る。

⑤焼き物をつ くる

表6:「 焼き物をつくる」の回答結果

項 目 回答数 割合

1「 好 き」11337.4%

2「 き らい」41.3%



3「 どちらでもない」3511.6%

4「 経験 しなかった」15049.7%

焼 き物をつ くることを 「経験 しなかった」 と回

答 した学生が約半数いるのに対 して、「好き」 と回

答した学生が113名 で、全体の37.4%と い う数値

はある意味で高い数値で あると言える。また 「き

らい」 と回答 した学生は4名 でわずか1.3%で あ

る ことも、このような結果を裏付けていると考 え

られる。

⑥造形遊び(教 室内での活動)

表7:「 造 形遊び(教 室内での活動)」の回答結果

項目 回答数 割合

1「 好き」16354.0%

2「 き らい」113.6%

3「 どちらでもない」8528.2%

4「 経験 しなかった」4314.2%

⑦ 造 形遊び(教 室外での活動)

表8:「 造形遊び(教 室外での活動)」の回答結果

項目 回答数 割合

1「 好き」15952.6%

2「 き らい」155.0%

3「 どちらでもない」6621.9%

4「 経験 しなかった」6220.5%

教 室 内での造形遊びを 「好 き」と回答 した学生

は163名 で 、全体の54.0%、 教室外での造形遊び

を 「好き」 と回答 した学生は159名 で 、全体 の

52.6%に あた り、いずれも半数程度で同 じよ うな

数値である。 この数値か ら、教室外での活動の経

験はやや少ないものの、造形遊びが、図画工作科

の一分野 として定着 して いる ことがうかがえる。

また 「きらい」と回答 した学生は3%か ら5%で 、

いずれ も低 い数値である。 これは造形遊びが立体

表現活動で あり、様々な材料 を用いる点や遊び感

覚で取 り組める点な どか ら、楽 しい造形活動 とい

うイメージが形成されてきていることがうかがえる。

⑧パ ソコンで絵を描 く

表9:「 パソコンで絵 を描 く」の回答結果

項目 回答数 割合

1「 好き」11237.1%

2「 き らい」4213.9%

3「 どちらでもない」8929.5%

4「 経験 しなかった」5919.5%
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パ ソコンで絵 を描 くことを 「好 き」と回答 した

学生は112名 で、全体の37.1%で あ り、それ程高

い数値とは言えないが、「経験 しなかった」 と回答

した学生が59名 で、全体の19.5%と い う数値は、

小学校図画工作 にコンピュータを用いた授業が定

着 してきていることを裏付けているようである。

⑨写真作品の製作

表10:「 写真作品の製作」の回答結果

項 目 回答数 割合

1「 好 き」4715.5%

2「 き らい」62.0%

3「 どち らでもない」3411.3%

4「 経 験 しなかった」21571.2%

写 真作品の製作を 「経験 しなか った」 と回答 し

た学生が215名 で、全体 の71.2%と い う数値は、

10の 領域 、分野 の中で最 も高い数値で ある。カ

メラな ど表現活動に必要な道具をそろえる必要が

あるための結果であると考え られる。また 「好き」

と回答した学生は47名 で、全体の15.5%で あるが、

経験 した学生の半数以上が 「好き」 と回答 してい

ることになり、興味や関心は高いと考え られる。

⑩作品鑑賞

表11:「 作品鑑賞」の回答結果

項 目 回答数 割合

1「 好 き」11538.1%

2「 き らい」4113.6%

3「 どち らでもない」11437.7%

4「 経 験 しなかった」3210.6%

作 品鑑賞を 「好き」と回答 した学生は115名 で、

全体の38.1%、 「どち らで もない」と回答 した学生

は114名 で、全体の37.7%で あ り、同じような数

値 を示 していることか ら、鑑賞の対象となる作品

によって大きく左右 されること、さらに図画工作

の授業で 「作品鑑賞」 を展 開するときの指導方法

の難 しさを示 しているようである。

(3)小 学 校で受 けた図画工作で最 も楽しかった教

材

10の 領域や分野 に分類 した小学校 図画工作の

授業内容の中で、記載が多かった領域や分野 を順

に示す と、次のようになる。

1位:「 工作」 全体の24.8%

2位:「 絵 を描く」………全体の22.4%



3位:「 版画」 全体 の18.4%

4位:「 粘土でつくる」…全体 の10。0%

この結果は、「好 き」と回答 した学生数が多い領

域や分野と、ほぼ一致しているようである。具体

的な内容としては、「工作」では、特 に木を使った

教材が数多 くあげ られて いる。また 「絵 を描 く」

では、教室内での活動よりも野外スケ ッチな どの

教室外での活動が多 くあげ られ、「版画」では木版

画の教材が目立っている。

4.お わ りに

小学校 図画工作の授業内容 の中で好きだった領

域や分野 は、「工作」「粘土でつ くる」 「絵 を描 く」

の順である。 「工作」や 「粘土でつ くる」を好 む

学生が多いことは、触覚体験を伴ったつ くる活動、

つま り平面的な表現活動よ りも立体的な表現活動

を好む傾向が高いと考え られる。

また小学校図画工作の授業内容の中できらいと

回答した学生が多いのは、「絵を描 く」であった。「絵

を描 く」活動には、好 きとき らいがはっき りと分

かれるという特徴が見 られる。このような点から、

図画工作の好き、き らいに大 きな影響を与えるも

のは、「絵を描 く」活動であると言える。 ここには、

描画 の発達段階との関連性がその一因として考 え

られる。

小学校図画工作の授業内容で 「経験しなかった」

と回答 した学生が多い領域や分野は、「写真作品の

製作」「焼き物をつくる」である。 いずれ も興 味

や関心は高 い分野ではあるが、特別な設備や道具

を必要とするため、小学校図画工作の教材としては、

定着 していないようである。

以上のようなアンケー ト調査の結果か ら、小学

校専門科 目 「図画工作」の在 り方を検討 していく

上で、次のようなポイ ン トがあげ られる。

・好 き、あるいは得意とされる領域や分野の内容

をよ り深め、伸長する こと。

・「絵 を描 く」 ことへ の苦手意識 を克服するため

の具体的な方法 を探る こと。

・経験が少ない領域や分野の技法的な特徴 を、体

験 を通 して理解すること。

これ らをもとに、それぞれの領域や分野の指導

方法 もあわせて理解 していく必要がある。

なお次稿では、調査対象学生数を増やすとともに、

アンケー ト結果 をさ らに深 く詳細 に分析 して、学

生の専門分野(所 属専修)と 図画工作各領域及び

分野 の 「好き」 「き らい」 の傾向 との関連性 につ

いて明らかにしたい。

このような視点は、受講対象学生の所属専修 に

合わせて、小学校専 門科 目 「図画工作」の授業内

容 を構築 していく上で、重要な事柄であると考え

られるためである。


